
報告事項７ 

学校コンピュータのウイルス感染について 

【教育総務課】 

 １ 経過 

    本市小中学校で使用している校務パソコンのうち、奥田小学校、光

陽小学校、大広田小学校、堀川中学校で学校代表メール（ホームペー

ジ等に公開されており、保護者や取引先等とのやりとりをしていたメ

ール）を設定していたパソコン各１台がウイルス感染していたことが

判明した。 

その時点で、情報漏洩等の被害は確認されていないが、メールアドレ

スなどの漏洩の恐れがあったため、３月２日に、すべての小中学校の学

校代表メールを設定しているパソコンを使用停止し、３月３日に、ウイ

ルス感染についての記者発表を行うとともに、児童・生徒を通して、保

護者の方への注意喚起を行った。 

 ２ 調査報告（途中経過） 

    感染原因はメールに添付されたファイルを開いたことであると一部

で確認できている。 

感染が確認された４台については、セキュリティ専門会社へ解析依頼

し、引き続き調査を行っているところだが、現時点で判明しているウイ

ルスは「ＵＲＳＮＩＦ（アースニフ）」またはその亜種であると考えら

れ、オンラインバンキングの認証情報やメール情報のデータを盗み取る

性質がある。 

また、各小中学校で学校代表メールを設定していた校務パソコン１２

３台を回収し、再ウイルスチェックと詳細確認を行っている。 

現時点で９６台の調査が完了し、残り２７台について、引き続き詳細

調査中である。なお、現時点では、ウイルス感染は確認されていない。 

一定の調査結果が判明する時期は、3 月末になると見込んでいる。 

 ３ 感染を受けて対応した対策 

   ・学校代表メールアドレスの変更及びホームページ上での公開を停止 

   ・不正な通信記録がないかの定期監視を追加 

   ・教職員に対するウイルス感染防止策の周知・徹底 



報告事項８ 

卒業証書における学校の公印の印影の印刷誤りについて

【教育総務課】

３月１７日に行われた市内小学校卒業式において、卒業証書の学校の公印の

印影の印刷誤りがあった。

印刷誤りがあったのは、山田小学校卒業生１２人分、神通碧小学校８人分で

ある。

山田小学校の卒業証書に、神通碧小学校の公印が、神通碧小学校の卒業証書

に山田小学校の公印が、それぞれ２か所ずつ押されていた。

 公印は、証書の右上に学校印（６センチ四方）と左下小学校長印（2.1センチ
四方）の２か所である。

印刷は、業者委託により行っていた。学校が行った最終校正段階では、正し

いものであったが、１月末までに各学校に納品されたものは、公印が取り違え

られていた。

山田小学校では、卒業式終了後、児童と教員が教室にてお別れの話をしてい

るときに児童が誤りに気が付いた。

校長が保護者に謝罪するとともにその場で卒業証書を回収した。

神通碧小学校では、教育委員会より誤りがあったことを連絡したが、卒業式

が終了していたため、校長が家庭訪問し、謝罪するとともに卒業証書を回収し

た。

なお、両校ともすべての卒業生に対して、正しい卒業証書を渡した。






